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夏の遊びのお知らせ 

そろそろ夏が近づき、子ども達の待ちに待った水遊びの時期を迎えます。西田地方保育園の園庭は、子ども達に

とって、自由に自分を表現できる空間、様々なことに出会える空間になるよう今も改革中です。今年度の夏の遊

びは、夏ならではの遊びに加え、大好きな子ども達の園庭での遊びも一緒に活動できるよう計画しました。園庭

での遊びでも自分で好きな場所、物や空間を選び、自分の“やってみたい”を一人ひとりが見つけ、いきいきと

楽しみ、遊びが学びへとつながるようにしていきたいと思っています。別紙では、今年の夏遊びの環境をご紹介

します。保護者の方には、子ども達の活動の姿を理解していただき、水遊びの準備などにご協力くださいますよ

う、お願い致します。 

《持ち物》（持ち物全てに大きく名前を記入してください） 

１． 体を拭くタオル（フェイスタオル程度の大きさ） 

２． カラー帽子 

３． 水着 

４． ラッシュガードまたは、T シャツ 

５． 短パン（C クラスさんの活動は水遊びのみになりますので、短パンの準備はいりません） 

 

プールバックに入れて７月４日（月）より毎日持ってきてください。 

 《お願い》 

〇泥遊びを楽しんだり絵の具を使用したりします。水着やラッシュガードに、落ちにくい汚れがつく可能性が

あります。 

〇園庭遊びを控えたい方は連絡帳や口頭にて職員にお伝えください。 

〇薬を飲んでいるお子さんは、園庭遊びは行いません。 

〇プールバックは毎日お持ち帰りください。 

 〇強い日差しから肌を守るために、また固定遊具で遊ぶ際、擦れたり、怪我防止のためラッシュガード又は、

T シャツ（落ちにくい汚れがつく可能性があります）の準備をお願いします。Ｔシャツを着用のお子さんは、

水遊び用と分かりやすくするために、胸のあたりに🌢（しずく）マークを大きくマジックで書いてください。 
〇園庭固定遊具で遊ぶ際には、短パンを着用します。 

◎水遊びは思いがけない危険も伴います。次の項目に該当される方は水遊びを控えましょう。 

 
☆機嫌が悪い 

☆手足の爪が長い 

☆軟便、下痢便が出てから 24時間経っていない。 

☆耳だれが出ている。 

☆咳・鼻水・発熱の症状がある。 

☆薬を飲んでいる。 

☆眼・皮膚・耳などの病気の治療中である。または、状態が良くない。 

※安全で楽しい水遊びになるよう、ひとりひとりの健康状態には気をつけていきたいと思いますので、

ご協力よろしくお願いします。 



夏の遊びをたのしもう「園庭の環境」 
西田地方保育園 

 

別紙 

【泥んこ遊び】 

・泥の感覚を楽しみます。 

・想像力を養い、泥遊びを通して、友

達と豊かなコミュニケーション能力

を図っていきます。 

 

【小川遊び】 

・水の気持ちよさを心と体で感じます。 

・スライダーでは、自分の体のバランスを操作して遊びます。 

【雨樋や竹を使った遊び】 

・自由な発想で、雨どいの組み立てを物と友達との対話を重ねながら楽しみます。 

・水の量、速さ、流すもので流れの違いに気づき、目的をもって遊びます。 

【水鉄砲】 

・的に命中させようとしているうち

に、的を当てる場所、距離、水の

強さが必要だと気づきます。 

【シャボン玉】 

・色や形、大きさの違いに、面白さを感じます。 

・もっと大きくしたい、壊れないようにしたいな

ど科学的思考が芽生えます。 
【石鹼クリーム】 

・身近な道具の使い方を知ります。 

・泡の性質に気づき、泡の様子を観察しながら工夫し

て遊びます。 

【砂遊び】 

・想像力を働かせながら、いろいろなものを作って遊びます。 

・砂の性質を知り、水をふくませる、固める…など、自分の手

足の感覚で確かめながら、性質の変化に適応する能力や道具

の使い方を工夫する力を養います。 

 

【寒天遊び】 

・感触を確かめながら、手先の感覚を育

みます。 

・寒天の性質について、作り方を試行錯

誤しながら気づいていきます。 

【わくわくタワー】 

・頂上目指し、目標をもって遊びます。 

・自分の体の使い方を、試行錯誤しなが

ら気づいていきます。 

【とび木】 

・跳ぶ距離感を、自分で確かめなが

ら挑戦します。 

７月末には、 

連結した新遊具

が完成予定。 

 

井戸ポンプ遊びを

設置中。 

７月には完成予定 

 

【色水遊び】 

・注ぐ対象を見極め、注ぐ量・角度を調節して遊

びます。 

・自分の思う目的の色にするための手立てを水や

道具を使いながら体験を通じて学びます。 


